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1は じ め に

株が形成される複粒化種子の点播直播栽培では,生育中

期以降は移植栽培と同様な湖 巴反応が期待される。しかし,

その初期生育は移植に比べて遅々としており,しかも,散

播や条播に比べて分げつの発生が遅れるとされる生育特性

があるので,効果的な初期生育の確保が施肥管理に求めら

れている。ここでは,溶出パターンが直線型とングモイ ド

型の肥効調節型肥料を組み合わせた全量基肥 1回施肥法を

検討した。

2試 験 方 法

東北農業研究センター水回利用部 (大曲キャンパス)構

内の灰色低地土水田で,1999年は表層灰色土壌において ,

2000Tに は表層灰色土壌と表層黒色土壌において施肥試験

を実施した。試験区は,無窒素区,硫安分施区 (基肥+出

穂前35日 頃+出穂前15日頃 [3+2+2gN/ぱ ]),LP
40区 (LP40+LPS60[4+3gN/♂ ]),LP70区 (LP
70+LPS60[4+38N/ポ ])か らなる。 1区面積は80
～85ピで,反復はない。品種はあきたこまちを作付けした。

水稲の生育時期別に,各試験区において生育中庸な lm
×1条を 2地点 ∈Ю 6r相当)抜取り,窒素吸収量を求

めた。また,成熟期には約4 5ilfを 1地点又は約33ず を 2

地点について収量調査を行った。2000年には,試験圃場の

作土の土壌窒素発現パターン及び供試した肥効調節型肥料

の窒素溶出パターンを圃場埋設法により求めた。作土の土

壌窒素発現パターンについては,無窒素区の代かき土壌約

50gを耐圧瓶に入れ,水20■1を添加して密栓し圃場に埋設

したものを経時的に回収し,生成したアンモニア態窒素を

十量して求めた。肥効調節型肥料の窒素溶出パターンにつ

いては,肥料現物量で38をナイロンのメッシュ袋に入れ

圃場に埋設したものを経時的に回収し,ケルダール分解 し

て残存する窒素量を定量して求めた。2000年にはさらに,

LP40と LPS60を組み合わせた施肥体系において,LP40

又はLPS60のいずれかに重窒素標識肥料 (3 22atom%)

を用い,全層施肥と側条施肥 (株からの距離 2m,深 さ 2
cll)に ついて,圃場枠試験 (表層灰色土壌に30X30mの 枠

を設置,複粒化種子 2個播種)により,水稲による施肥窒

素利用率を求めた。

3 試験結果及び考察

1999年には生育初期は平年並みの気象条件であったが ,

7月 中旬以降は著しい高温多照条件になり,幼穂形成期か

ら出穂期までが極めて短く,平年より約 1週間早い8月 10

日までに出穂した (表 1)。 また,21X10年 には生育全般に

わたって高温条件で経過し,幼穂形成期は平年より早く,
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表 1 水稲複粒化種子の点播直播栽培における収量及び構成要素
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その後も早い生育ステージで進み,1999年 とほぼ同時期に

出穂した (表 1)。 肥効調節型肥料の全量基肥 1回施肥に

より,表層灰色土壌ではぽ当たり約550～6108,表 層黒色

土壌では約540～ 560gの収量が得られた (表 1)。 生育初

期が平年並みの1999年にはLP40区で,生育初期から一貫

して高温条件の2000年はLP70区で高収量となった。一方,

硫安分施区では1999年は約590gの収量が得られたが,200

0年には約480gと いう低収にとどまった。

出穂前35日 頃の乾物生産や窒素吸収はそれまでの気象条

件が異なる1999年 と2000年で大きく異なった。2111111年 は高

温条件下で旺盛な生育を示し,乾物重や窒素吸収量は1999

年を大きく上まわったが,茎葉の窒素濃度は低い (データ

省略)。 硫安分施区では特に低く,nf当 たり籾数が確保で

きず,肥料切れ症状 (図 1)と なって,このことがピ当た
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図2 作土の土壌窒素発現パターン及び肥効調節型肥料の
窒素溶出パターン (2000年 )

表2 肥効調節型肥料の利用率 (2000年 )
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図 1 水稲複粒化種子の点播直播栽培における窒素吸収経
過 (2000年 )

り5008に も満たない低収にとどまった原因といえる。一

方,肥効調節型肥料の全量基肥区では,図 2に示すような

持続的な窒素供給により,表層灰色土壌では600g前後の ,

表層黒色土壌では550g前後の収量を確保 した。それに対

して,1999年には硫安分施区や全量基肥の LP40区 で水稲

の窒素濃度が適正に制御され,600g前後の収量が得られ

た。しかし,LP70区では高めの窒素濃度で推移して下位

節間の伸張をもたらし,倒伏を招いて550gの 収量にとど

まった。なお,表層灰色土壌と表層黒色土壌との間に認め

られる収量差は,主に土壌窒素発現量の差によるものと考

えられる (図 2)。

表 2に重窒素標識法により求めた肥効調節型肥料の水稲

による利用率を示した。LPS611の窒素利用率は,幼穂形成

期では側条施肥 (45%)>全層施肥 (29%)と なったが,

LPS60

注 重窒素標識法による。

その後は施肥法による差は認められず,LP40は 幼穂形成

期にはすでに施肥法による差は認められなかった。成熟期

の窒素利用率は LPS61(70%台 )>LP40(55%)で あ
り,主に水稲の生育初期に肥効が発現する LP40で低く,

生育中期に肥効が発現するLPS60で高くなっている。ち

なみに,表層灰色土壌において LP40区 (LP40+LPS611)

と無窒素区との差し引き法で,当該2肥料を合算 した利用

率を計算すると,出穂前35日 頃,出穂前15日頃,穂揃期に

それぞれ,30%,66%,74%で あつた。重窒素標識法と差

し引き法で比較する生育ステージが一致していないが,差

し弓lき法でも重窒素標識法とはぼ同じ利用率が得られてい

るといえる。

4 ま  と  め

水稲複粒化種子の点播直播栽培において,肥効調節型肥

料の全量基肥 1回施肥により,生育初期が平年並みで 7月

中旬以降高温条件の1999年にはLP40区で,生育初期から

一貫して高温条件の2000年には LP70区 で壼当たり6008

を超える収量を得た。また,ほぼ生育初期に1巴効が発現す

るLP40の水稲による窒素利用率は55%,生育中期に肥効

が発現するLPS60は70%台 と,いずれも高い利用率となっ

た。今後,東北地域の一般的な気象条件や低温条件での肥

効特性の確認が必要である。
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